
 

 

上越教育大学の学校実習を支える 

学校実習 

コンソーシアム上越 
 

 

 学校実習コンソーシアム上越について              
 
上越教育大学と上越市教育委員会、妙高市教育委員会、糸魚川市教育委員会、柏崎市教

育委員会、上越市校長会、妙高市校長会、糸魚川市校長会及び柏崎市校長会は、次世代の

教員をこの地で育てようという意識を共有し、上越教育大学大学院における学校実習を組

織的に管理することで、真に実質化された実習として円滑な実施を図るために、相互の連

携のもと、学校実習に関するコンソーシアムを構成しています。 

 

 

 
 



 

 

 学校実習コンソーシアム上越の意義・役割について        
 

 

上越市教育委員会教育長  佐藤 理仁 
 
これからの学校を支える学生に、教員としての夢と希望を与える。 

現在学校現場で奮闘している教職員を後方から支援する。 

そして、未来の日本を創造する子供の成長と幸せを全力で応援する。 

「学校実習コンソーシアム上越」の役割は、学校に集うすべての人を笑顔

にすることだと自覚し、関係の皆様と力を合わせてまいります。 

 

 

 

 

妙高市教育委員会教育長  塚田 賢 
 
各学校には、解決しなければならない今日的な課題が多岐に渡って存在

しており、どの学校にも共通している課題もあれば、その学校固有の課題

もあります。また、課題解決に向かっても、物理的時間的な制約の中で方

向性が見いだせないこともあります。学校の主体性と大学院の専門性が相

乗効果を生み、学校にとっても大学院生にとっても Win-Win の関係をもた

らす「学校実習コンソーシアム上越」の役割に、大いに期待しておりま

す。 

 

 

 

糸魚川市教育委員会教育長  靏本 修一 
 
学校が抱える教育課題は今、社会状況の変化と共に多様化が進み山積み

です。解決には、より専門的・先進的な知見や技能が欠かせない学校現場

の苦悩を考えたとき、上越教育大学が積極的・継続的に展開する「学校実

習コンソーシアム上越」の役割が鮮明となります。大学院と学校等が連

携・協働体制により、子どもたちの育ちや学びの課題解決に向けて歩むこ

とは、教員の研修の充実にも連続します。糸魚川市教育委員会として、

「学校実習」を尊重し支援していきます。 

 

 

 

柏崎市教育委員会教育長  近藤 喜祐 
 
次世代の教員をこの地で育てようという志のもと、４市の教育行政も力

を合わせ、大学と学校をマッチングし、課題解決へ向けてのコーディネー

トをしていく本コンソーシアムの存在意義は非常に大きいと感じます。

日々、悩みながらも子どもと向き合い、その姿を変えようと努力している

教員を支援し、個々の指導力の向上と学校課題の解決に寄与することを期

待しています。 

 

 

 

上越教育大学長  林 泰成 
 
本学の教職大学院（専門職学位課程）は入学定員 190 名を擁し、国内で

2 番目の規模を誇ります。本課程では学校実習が大きな比重を占め、年間

300 名を超える学生が地域の学校で実習を行っています。こうした大規模

な実習は、上越市、妙高市、糸魚川市、柏崎市の各教育委員会や校長会と

本学が連携する「学校実習コンソーシアム上越」によって実現していま

す。本コンソーシアムを通じて、学校実習を円滑に運営するとともに、互

いに利する関係をさらに堅固にしていきたいと考えております。 



 

 

 上越教育大学における学校実習について            
 
上越教育大学大学院は、教職大学院を主体とする大学院として、多様で専門的な学びを

実践しています。 

教職大学院における学校実習は、単に学部段階における教育実習の延長ではなく、大学

院学生が実践的な指導力を身に付けるため、学校教育全般にわたる諸課題に主体的に取り

組むことのできる資質能力を培う高度に専門的な実習です。 

上越教育大学の学校実習の構成は、実習を「学校支援フィールドワーク」とし、実践の

省察を行う「学校支援課題研究リフレクション」、成果の還元を行う「学校支援課題研究

プレゼンテーション」の２つの科目と組み合わせ、「学校支援プロジェクト」として実施

しており、教育課程の中核となっています。 

これは、「学校連携（実践）」「実践の省察」「成果の還元」という一連の活動を通して、

臨床力・協働力を高め、即応力を身に付けるというコンセプトです。 

 

 

 
 

 



 

 

 上越教育大学の学校支援プロジェクトの流れ          
 
学校支援プロジェクトは、学校現場が抱える課題や取り組んでいる主題等に対して、連

携協力して解決していくものとして実施しています。各学校から提出された連携希望内容

と、各コースの領域・分野の専門性や特性及び学生の希望する追求課題を突き合わせてマ

ッチング作業を行い、各学生の実習校を決定します。 

 

 
 

 

学校実習コンソーシアム上越事務局 

〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町１番地 

上越教育大学教務課 Tel：025-521-3276 Mail：zissyuu@juen.ac.jp 
 


